
料金体系の設定

1

資料１



2

１．料金体系の設定イメージ

２．料金体系の設定（原価の配分）イメージ

３．水道事業の原価の分解

４．固定費の準備料金・水量料金への配分割合の考え方

５．基本料金への配賦① 需要家費の基本料金への配賦

６．基本料金への配賦② 固定費の基本料金への配賦

７．従量料金への配賦

８．算定要領に基づき改定した場合の料金表

９．算定要領準拠による料金と現行料金との比較

10．口径・使用量区分ごとの使用者数の分布

11．調整案① 小口・少量利用者に配慮し調整した場合

12．調整案② １３mm〜２５mm全体の負担を緩和した場合

13．調整案ごとの総括原価と収入見込み額の比較

由利本荘市の水道料金の算定方法 目次



使用水量に
単位水量当
たりの価格
を乗じて算
定し徴収さ
れる料金

各使用者の
使用水量に
対応して必
要とされる
原価

使用水量と
は関係なく
水道事業が
給水準備の
ために必要
な原価

各使用者が
水使用の有
無にかかわ
らず徴収さ
れる料金

１．料金体系の設定イメージ
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２．料金体系の設定（原価の配分）イメージ
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10,230,192

2,245,433

1,086,397

11,389,228

薬品費、動力費及び受水費並びに需要家費又は固定費に属
さないその他の費用であって、概ね給水量の増減に比例して
発生する費用

196,420 

473,371

63,513

733,304

検針・集金関係費、量水器関係諸費等、主として需要家の存在
により発生する費用

163,477

253,813

417,290 

営業費用及び資本費用の大部分であって、給水量の多寡には
関係なく水道施設を維持していくために固定的に必要とされる
費用のうち、需要家費に属するものを控除した費用

10,238,634 

10,238,634 

３．水道事業の原価の分解
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４．固定費の準備料金・水量料金への配分割合の考え方

浄水施設の能力に対する平均給水量の比に相当する額を、水量料金に配分し、
その他について準備料金に配分する。
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固定費合計⑦
10,238,634千円 浄水施設能力（41,593㎥）

平均給水量（31,967㎥） 水量料金
7,869,414千円

固定費合計⑦
10,238,634千円

水量料金
7,869,414千円

準備料金
2,369,220千円

「施設の最大配水能力に対して、普段使われている分」は水量料金に、
「使われずに余っている（備えとなっている）能力分のコスト」は準備料金に
割り振るという考え方です。

※水道料金算定要領における固定費の配分基準（ⅱ）を適用

R6決算実績値



５．基本料金への配賦① 需要家費の基本料金への配賦
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水水

253,813

水

調定件数５ヵ年見込（1,868,454件）

水道料賦課徴収委託料（253,813千円）
料金徴収１件あたり月額１３５．８円

口径ごとにかかっている費用を算出し、
１件あたりの基本料金に配賦する。

各口径ごとの費用総額（13mmであれば100,561,599円）

各口径ごとの調定件数５ヵ年見込（13mmであれば1,519,416件）

１件あたり月額
（１３mmで６６．２円）

163,477



６．基本料金への配賦② 固定費の基本料金への配賦

上水道事業 8

準備料金
2,369,220千円

各口径ごとにかかっている費用を算出し、
１件あたりの基本料金に配賦する。

注１ 理論流量比：口径13mmを１とした場合の、他口径の流量
注２ 補正係数：地域の使用実態等を考慮し調整するための数値。（「水道料金改定業務の手引き」に記載の数値を使用）
注３ 加重係数：「その口径の1件を、13mmの何件分として扱うか」に換算したもの （使用者数×理論流量比×補正係数）
注４ 準備料金比率：各口径の加重係数の相対度数

各口径ごとの使用者数５ヵ年見込（13mmであれば1,519,416件）

各口径ごとの準備料金（13mmであれば1,263,360,021円） １件あたり月額
（１３mmで８３１円）



７．従量料金への配賦
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固定費のうち
水量料金

7,869,414千円

５ヵ年合計年間使用水量見込
（42,282,226㎥） １８６．１２円

変動費
733,304千円

５ヵ年合計年間使用水量見込
（42,282,226㎥）

１７．３４円

固定費

変動費

２０４円従量料金は、実使用水量に単位水量当たりの価格を

乗じて算出される料金であり、使用者群の差異にかか
わらず均一料金制とする。

（水道料金算定要領より）
口径にかかわらず

原則は一定（均一）

※円未満切り上げ



８．算定要領に基づき改定した場合の料金表
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※基本料金は計算結果の１０円未満を四捨五入

上記の料金にした場合の収入見込み



９．算定要領準拠による料金と現行料金との比較
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１０．口径・使用量区分ごとの使用者数の分布
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１１．調整案① 小口・少量利用者に配慮し調整した場合
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１２．調整案② １３mm〜２５mm全体の負担を緩和した場合
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１３．調整案ごとの総括原価と収入見込み額の比較


